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議
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

小
谷
村
議
会
議
長

宮
澤
　正
廣

あ
り
、
２
０
２
４

－

２
０
２
５
シ
ー

ズ
ン
は
賑
わ
い
の
あ
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
観
光
客
の
増
加

に
伴
い
、
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
の
ご

意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、

日
々
の
生
活
に
影
響
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

る
中
、
村
全
体
で
の
支
え
合
い
が
一

層
大
切
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
小
谷
村
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
行
政
と
連
携

し
な
が
ら
経
費
削
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
内
の
経
済
循
環
や

活
性
化
を
図
り
、
皆
様
の
声
を
村

政
に
し
っ
か
り
と
反
映
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
は
、
現
議
員
の
任

期
満
了
を
迎
え
、
春
に
は
村
議
会

議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
と
、
こ
れ
ま
で
大
切
に

さ
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
が
生
か

さ
れ
、
よ
り
活
気
あ
る
小
谷
村
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
あ

ふ
れ
る
、
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

小
谷
村
の

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
議
会

活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
7
年
は
、
平
成
7

年
豪
雨
災
害
か
ら
30
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
改
め
て
当

時
を
振
り
返
り
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
忘
れ
ず
、
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い

く
大
切
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
基
幹
産
業
で
あ
る
ス
キ
ー

場
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
も

平成 18年

・小谷小学校開校
・人口 3,854 人

議員定数14 ➡ 10名

平成 26年
・長野県神城断層地震発生
・住宅等被害戸数 422 戸
・人口 2,964 人

議員定数10 名

令和２年
・��日本国内でコロナウイルスが
　確認
・人口 2,647 人

議員定数10 名

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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小
谷
村
議
会
の
歴
史

小谷村議会小谷村議会のの歴史歴史 小谷村が誕生して68年目を迎えます！
同じく小谷村議会も68年、村のあゆみと
ともに議員の定数も変わっています！

昭和 61年

・千国大橋竣工
・人口 4,675 人

議員定数18 ➡ 16 名

平成６年

・栂池ロープウェイ完成
・人口 4,397 人

議員定数16 ➡ 14 名

平成 16年
・平成の合併論議、住民意識調
　査結果により小谷村自立へ
・人口 4,122 人

議員定数14 名

昭和 33年４月
・南小谷村・中土村・北小谷村
　が合併、小谷村が誕生！
・人口 8,640 人

議員定数22 名

昭和 42年

議員定数22 名

昭和 46年 11月

・��小土山の地滑り
・人口 5,690 人

議員定数22 名

昭和 57年
・特急あずさが南小谷駅へ乗り
　入れ
・人口 5,061 人

議員定数18 名

昭和 51年
・統合中学校の議論で議員７人
　が辞職願提出（不許可）
・人口 5,142 人

議員定数18 名

昭和 49年

・��栂池自然園開園
・人口 5,345 人

議員定数22 ➡ 18 名

・��南小谷小学校新校舎竣工
・人口 6,341 人
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議員定数・報酬議論は 結論出ず！今春の村議選は定数10名で！
　令和７年６月より議論を重ねてきた議員定数及び報酬について、　 12月定例会で現状報告を行いました。定数については、アンケート結果、

現職議員の意見などから「本年４月の選挙は定数10のまま」、報酬　 についても「慎重に検討」となり、今後もさらに議論をすることとなり

ました。今後も引き続き、定数・報酬について調査検討を進めていき　 ます。

住民懇談会での意見

若い方が議員として手を挙げられ
る環境を望む。定員不足にならな
いように！

もっと村民の声を聞く姿勢を
持ってほしい。報酬も歩合制
にすればいい。

定数や報酬の議論よりも、まずは住民の声
や意見をくみ上げる活動をしてほしい！

それなりの報酬でしっかり活動してほし
い。若い人も議員になってもらいたい！

知り合いが議員であり「議員活動は大
変だ！」とも聞いている。皆さんの活
動もSNSなどでもっと発信してほしい！

議員の定数・報酬について、様々な意見が！

アンケート結果から

【アンケート結果に捉われない】
回答者が少ないため、少数意見である。
参考資料と受け止める。

【アンケート結果を参考にすべき】
村民の意見が参考になった。さらに検討
すべき。

【アンケート結果に捉われない】
回答数が少ないので、参考にはするが結
果に縛られる必要ない。

【アンケート結果に捉われない】
実情に沿った定数・報酬とすることが望
ましい。

【アンケート結果を参考にすべき】
60%ある「定数を削減すべき」の意見、
特に30～50代の村民の意見を尊重すべき。

【アンケート結果を参考にすべき】
アンケートは村民には告知されている。
アンケート結果を尊重すべき。

【アンケート結果に捉われない】
あらゆる角度から検討必要。

【アンケート結果に捉われない】
村民の半分以上の意見を反映するべきで
ある。

【アンケート結果に捉われない】
村民にいきわたらないアンケートである。

【アンケート結果を参考にすべき】
人口減少の現状から、財政負担を考える
べき。
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議員定数・報酬議論は 結論出ず！今春の村議選は定数10名で！
　令和７年６月より議論を重ねてきた議員定数及び報酬について、　 12月定例会で現状報告を行いました。定数については、アンケート結果、

現職議員の意見などから「本年４月の選挙は定数10のまま」、報酬　 についても「慎重に検討」となり、今後もさらに議論をすることとなり

ました。今後も引き続き、定数・報酬について調査検討を進めていき　 ます。
定数・報酬の議論は継続して行われる。

議員名 議員の定数について 議員の報酬について　

横澤　匠
外国人も増加し、今までにない課題
が多くなる。課題解決のため多くの
意見を取りまとめる必要がある。

物価高騰の時代で議員個人の
支出も増加しているが、昨今の 
小谷村の状況下では現状維持で
よい。

田原富美子
議員定数減は、地域や集落の声が行
き届かなくなる。議会内の委員会で
の議論も現人数は必要である。

今の報酬では、若年層の議員の
なり手はいない。報酬だけでは生
計が厳しい。

柴田友造

議会は合議制機関のため、なり手不
足、選挙戦とは無関係。小規模地域
からの議員排出を阻害し、地域の声
が届かなくなる。

物価高騰の時代、15年間議員報
酬が据え置きである。議員報酬
では生計が成り立たないほどの
低水準である。

清水秀雄
小谷村の広さから、現行の定数は必
要。定数の削減は、人口の多い地域
の議員割合が高くなると感じる。

議員報酬の有無で活動はしてい
ない。

相澤　稔

無投票での議員選出は望ましくない
と考える。アンケート回答数は少 
ないが、「削減」との意見を尊重す
べき。

村の人口や財政規模も考慮すべ
き。同規模自治体の水準が望ま
しい。

深澤英喜
特別委員会を立ち上げた経過は議会
改革である。村民アンケートの結果
から、「削減」を尊重すべき。

議員定数を減らすことが前提で
あれば報酬の増額をしてもいい。

吉岡久人
面積が大きく、災害が多発する小谷
村である。議員減は人口減少地域の
少数意見も把握できなくなる。

十数年、同一額の報酬であり物
価高である。同規模町村と比較
しても増やすべき。

吉澤　学
次期選挙は現状維持、次々回選挙は
減らす。村民アンケートで削減が
70%以上なら削減すべき。

今の報酬では安すぎる。給与や
報酬が増加している時代である。

曽根原惠子
小谷村の面積を考えると、議員減は
地域の声を拾いにくくなる。議会内
でも討論の質が低下する。

議員の職務と報酬額が釣り合っ
ていない。若年層のなり手のた
めにも増やすべき。

宮澤正廣
人口に見合った定数にすべき。アン
ケートの30～50代の意見を重視す
べき。

若い方が担えるように増額すべ
き。議員年金も廃止されたので
報酬は見直すべき時がきている。

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

現状
維持

定数
削減

すべき

定数
削減

すべき

定数
削減

すべき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき

増やす
べき
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12
月
定
例
会

1 2 月 定 例会承認・議決結果1 2 月定 例会承認・議決結果

番  号 件　　　名 審 議 結 果

報第20号 令和７年度小谷村一般会計補正予算（第６号）の専決処分報告 承　　認

報第21号 損害賠償の和解並びに額を定めることの専決処分報告 報　　告

議案第55号 令和７年度小谷村一般会計補正予算（第７号） 可　　決

議案第56号 令和７年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第57号 小谷村一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第58号 小谷村特別職の職員で常勤のものの給与及びに旅費に関する条例の一部を改正
する条例について 可　　決

議案第59号 小谷村議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可　　決

議案第60号 令和７年度小谷村一般会計補正予算（第８号） 可　　決

議案第61号 令和７年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可　　決

議案第62号 令和７年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第63号 令和７年度小谷村簡易水道事業会計補正予算（第３号） 可　　決

議案第64号 令和７年度小谷村下水道事業会計補正予算（第２号） 可　　決

番  号 件　　　名

発議第６号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める
意見書（案）について 採　　択

発議第７号 免税軽油制度の継続を求める意見書（案）について 採　　択
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一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

う
組
織
で
あ
る
地
域
公
社
を
設

立
し
て
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

個

人
的
に
は
興
味
が
あ
る
。
課
題

解
決
に
向
け
て
必
要
と
思
う
。

研
究
を
は
じ
め
る
。

問
立
体
農
業
、
多
角
経
営
に

よ
り
、
収
入
源
の
確
保
を
目 

指
す
必
要
が
あ
る
。
地
域
公
社

と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

地

域
公
社
含
め
検
討
す
る
必
要 

あ
る
。

問
村
所
有
の
営
農
機
械
の
更
新

と
集
落
営
農
を
含
む
支
援
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

そ

れ
ぞ
れ
の
支
援
に
つ
い
て
は
検

討
中
。
集
落
営
農
間
が
互
い
に

協
力
し
合
う
体
制
と
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

問
小
谷
村
の
キ
ハ
ダ
出
荷
量
約

９
０
０
㎏
で
あ
り
、
産
物
の
キ

ハ
ダ
栽
培
は
農
林
業
・
医
療
・

教
育
を
つ
な
ぐ
新
し
い
『
小
谷

モ
デ
ル
』
と
な
る
。
未
来
の
資

産
を
作
る
た
め
に
、
行
政
・
生

産
者
等
が
連
携
し
て
将
来
を
見

据
え
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

将

来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
は
重

要
で
あ
る
。
組
織
づ
く
り
か
ら

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
行
政
に
お
い
て
、
産
業
振

興
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
な
け
れ 

ば
、
外
部
団
体
な
ど
に
任
す
こ

と
は
い
か
が
か
。
地
域
課
題
や

支
援
、
ま
た
、
そ
の
活
動
を
担

産業振興に向けた対応は急務！

農
林
業
施
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
南
小
谷
駅
南
の
バ
イ
パ
ス
合

流
箇
所
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
安
全
対
策
上
問
題

は
な
い
か
。

答
村
長　

合
流
す
る
際
に
、
車

両
の
確
認
が
し
に
く
い
と
の
声

も
あ
る
。
ま
だ
事
故
の
報
告
は

な
い
が
、
ミ
ラ
ー
設
置
な
ど
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
要
望
し
て

い
く
。

問
従
前
の
質
問
時
に
、「
月
岡

合
流
地
点
の
信
号
機
は
設
置
し

な
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、

現
在
も
同
じ
考
え
か
。

答
建
設
水
道
課
長　

現
在
も
変

わ
り
は
な
い
。

問
従
前
の
質
問
時
に
は
、

「
雨
中
地
区
の
意
見
も
踏

ま
え
対
応
す
る
」
と
の
答

弁
も
あ
っ
た
が
、
雨
中
地

区
で
は
全
戸
を
対
象
に
信

号
機
設
置
の
要
不
要
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
区

と
し
て
信
号
機
設
置
を
要

望
し
て
い
る
が
。

答
建
設
水
道
課
長　

当
該

地
区
か
ら
の
要
望
は
理
解
し
て

い
る
。
地
区
外
か
ら
の
意
見
も

耳
に
す
る
。
よ
り
広
く
、
様
々

な
声
を
集
約
し
て
対
応
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

問
様
々
な
意
見
の
集
約
に
つ

い
て
は
、
村
の
全
職
員
、
バ
ス

の
運
転
手
、
交
通
安
全
協
会
や 

大
町
警
察
署
な
ど
、
多
く
の

人
々
の
意
見
を
聞
く
べ
き
。
こ

の
問
題
は
村
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
結
論
を
導
い
て

ほ
し
い
。

答
建
設
水
道
課
長　

そ
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

月岡合流地点の安全を確保できるか？

南小谷駅南のバイパス合流に課題！
　安全を考慮し信号機設置を！

相
あいざわ

澤　稔
みのる

 議員

地域の支援、振興をするために！
　官民連携の地域公社が必要！

柴
し ば た

田　友
ゆうぞう

造 議員
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▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

問
通
年
観
光
を
促
進
し
て
い
く

た
め
の
今
後
の
方
針
は
。

答
村
長　

グ
リ
ー
ン
期
の
需
要

喚
起
策
が
重
要
で
あ
る
。
観
光

宣
伝
や
事
業
の
推
進
は
観
光
連

盟
が
行
っ
て
い
る
の
で
連
携
し

て
実
施
す
る
。

問
グ
リ
ー
ン
期
の
需
要
喚
起
策

が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
何
を
す
る
の
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

栂

池
自
然
園
を
軸
と
し
た
村
内
コ

ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
て
誘
客
対

策
を
行
う
。

問
事
業
者
向
け
の
店
舗
等

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
必
要

性
の
意
見
が
商
工
会
か
ら

も
出
て
い
る
が
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
、
他
の
事

例
も
含
め
研
究
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問
訪
日
外
国
人
観
光
客
や

小
谷
村
に
住
む
外
国
人
が

増
加
し
て
い
る
。
外
国
人
と
の

共
生
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

外

国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
必

要
で
あ
る
と
認
識
。
意
見
交
換

を
重
ね
て
共
生
に
つ
い
て
進
め

て
い
き
た
い
。

問
マ
ナ
ー
条
例
の
設
置
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

今

後
に
向
け
て
、
調
査
研
究
を
実

施
し
て
い
る
。

今冬もインバウンド観光が盛んになる！

問
全
国
的
に
熊
の
人
的
被
害
と

異
常
な
出
没
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
村
の
状
況
は
。

答
村
長　

11
月
末
の
春
熊
猟
を

除
い
た
捕
獲
数
は
42
頭
。
駆
除

活
動
を
依
頼
す
る
猟
友
会
に
つ

い
て
は
、
村
内
で
３
支
部
あ
り
、

会
員
数
は
39
名
、
平
均
年
齢
は
、

南
小
谷
61
歳
。
中
土
58
歳
。
北

小
谷
68
歳
。

問
猟
友
会
員
の
育
成
に
向
け
た

村
の
対
策
は
。

答
村
長　

会
員
確
保
の
た
め
、

免
許
の
更
新
や
新
規
取
得
費
用

の
補
助
を
実
施
。
会
員
確
保
は

課
題
と
感
じ
て
い
る
が
妙

案
は
な
い
。

問
緊
急
銃
猟
の
村
の
対 

応
は
。

答
村
長　

国
か
ら
４
つ
の

条
件
が
示
さ
れ
、
３
支
部

長
及
び
警
察
と
打
ち
合
わ

せ
を
実
施
し
た
。
ま
だ
未

確
定
部
分
が
多
く
、
具
体

的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

問
狩
猟
用
の
玉
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
玉
の
購
入
支
援
は

考
え
て
い
る
か
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

玉
の

購
入
支
援
よ
り
も
、
鳥
獣
の
捕

獲
単
価
を
再
検
討
し
て
い
る
。

猟
友
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で

対
応
し
た
い
。

問
緊
急
銃
猟
に
お
い
て
、
大

町
市
で
は
ア
プ
リ
も
利
用
し
た 

訓
練
を
実
施
し
た
と
報
道
が
あ

る
が
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

有
効

な
も
の
か
も
含
め
、
導
入
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

捕獲に有効なくくり罠を設置する猟友会員

増加するインバウンド観光対策を！

横
よこさわ

澤　匠
たくみ

 議員

熊が人里へ！
　有害駆除に携わる猟友会員の確保を！

動画はこちらから ▼吉
よしおか

岡　久
ひ さ と

人 議員
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一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

問
大
糸
線
の
今
後
の
考
え
は
。

答
村
長　

鉄
路
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

国
の
関
与
も
含
め
、
要
望
し
て

い
く
。

問
村
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
効

率
的
な
対
策
は
。

答
村
長　

機
械
作
業
の
導
入
に

よ
る
効
率
的
な
草
刈
り
作
業
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ

な
が
る
の
で
今
後
も
現
状
ど
お

り
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
物
価
高
騰
対
策
は
。

答
村
長　

９
月
末
ま
で
商
品

券
配
布
事
業
実
施
済
み
。
今
後 

の
対
策
は
、
国
の
動
向
を
注
視

す
る
。

問
移
住
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

中
止
の
原
因
は
資
材
高
騰
と
の

説
明
、
今
後
の
対
応
は
。

答
村
長　

資
材
及
び
人
件
費
の

高
騰
、
ま
た
設
計
に
係
る
費
用

も
不
足
と
の
こ
と
。
今
年
度
は

中
止
し
、
令
和
８
年
度
に
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問
ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
で
の
道
路

整
備
の
必
要
性
は
。

答
村
長　

小
谷
か
ら
白
馬
に

か
け
て
幹
線
道
路
を
整
備
す
る

こ
と
に
は
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。

問
大
糸
線
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て

い
く
の
か
。

答
村
長　

令
和
８
年
度
よ
り
議

論
を
行
う
。
廃
線
あ
り
き
の
議

論
で
な
い
。

南小谷駅が開業して90年、今後路線の協議が行われる！

99

やりがいのある職場環境づくりに向けて！

動画はこちらから ▼深
ふかさわ

澤　英
ひでき

喜 議員

問
副
村
長
の
基
本
姿
勢
と
し
て

今
後
の
方
針
は
。

答
副
村
長　
「
移
住
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
」「
観

光
産
業
の
更
な
る
発
展
を
支
え

る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
安

定
的
で
持
続
可
能
な
二
次
交
通

形
態
の
構
築
」
な
ど
に
力
を
入

れ
る
。
課
題
を
含
め
て
、
総
合

計
画
の
目
標
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
。

問
職
員
に
対
す
る
庁
内
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
。

答
副
村
長　

職
員
一
人
一
人
が

や
り
が
い
を
感
じ
て
、
力
を
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整

え
、
庁
内
全
体
で
情
報
・

意
識
を
共
有
で
き
る
組
織

を
目
指
す
。

問
地
域
と
の
協
働
取
り
組

み
や
信
頼
関
係
の
構
想
は
。

答
副
村
長　

村
民
と
行
政

が
協
働
し
て
進
め
る
村
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
様
々

な
考
え
や
意
見
を
聞
き
、

地
域
の
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
お
た
り
つ
ぐ
ら
の
運
営
に
つ

い
て
副
村
長
の
考
え
は
。

答
副
村
長　

す
ぐ
に
違
う
用
途

に
す
る
こ
と
は
不
可
能
。
課
題

解
決
に
向
け
て
意
見
を
伺
い
な

が
ら
考
え
た
い
。

問
観
光
地
域
振
興
課
の
業
務
量

と
今
後
の
対
応
は
。

答
副
村
長　

設
置
当
初
と
状
況

が
変
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、

雨
中
地
区
活
性
化
や
観
光
開
発

な
ど
対
応
も
含
め
て
組
織
改
革

を
考
え
て
い
る
。

意識を共有できる職場

「大糸線の議論」結論は早く出すべき！

動画はこちらから ▼吉
よしざわ

澤　学
まなぶ

 議員
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▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

問
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
近
隣

住
民
の
一
定
の
同
意
が
必
要
。

村
の
規
定
で
は
「
住
民
同
意
事

項
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答
村
長　

一
定
規
模
以
上
の
開

発
行
為
計
画
の
場
合
、
事
前
協

議
の
中
で
「
近
隣
・
利
害
関
係
者
」

の
同
意
求
め
て
い
る
。

問
地
価
高
騰
の
問
題
と
、
土
地

の
転
売
防
止
策
な
ど
、
村
の
明

確
な
指
導
基
準
は
。

答
村
長　

村
で
は
明
確
な
指
導

基
準
や
制
限
を
設
け
て
い
な
い
。

問
宿
泊
業
を
廃
業
・
施
設
を
売

買
し
て
転
出
し
て
い
く
状
況
が

増
加
、
行
政
で
現
状
を
分
析
し
、

観
光
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
。

答
村
長　

課
題
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
転
売
、
転
出

を
規
制
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

問
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、

透
明
性
確
保
を
。

答
村
長　

小
谷
村
で
は
、
観
光

客
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
や
観

光
振
興
体
制
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

問
村
へ
配
分
さ
れ
る
交
付
金
の

使
途
は
、
今
後
の
観
光
方
針
を
策

定
し
た
上
で
活
用
す
べ
き
で
は
。

答
総
務
課
長　

観
光
担
当
課
か

ら
の
要
望
に
充
当
し
た
い
。

問
「
虹
の
家
」
廃
止
の
報
道

に
よ
り
不
安
の
声
が
届
い
て
い

る
。
医
療
・
介
護
消
失
の
危
機

と
捉
え
る
が
。

答
村
長　

住
民
の
意
見
を
重
く

受
け
止
め
、
最
善
の
在
り
方
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

存続が議論されている「虹の家」

開発行為、地域住民の同意は不可欠！
　転売・村民流出　観光振興策と開発規制を！

曽
そ ね は ら

根原恵
け い こ

子議員

有害鳥獣駆除に関する埋設箇所確保を！

清
し み ず

水　秀
ひ で お

雄 議員

問
捕
獲
駆
除
後
の
埋
設
場
所
の

確
保
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
の

対
応
は
。

答
村
長　

不
足
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
適
正
な
処

理
を
す
る
べ
く
、
村
有
地
を
中

心
に
確
保
し
て
い
く
。

問
埋
設
処
理
に
は
、
穴
を
掘

る
重
機
や
石
灰
な
ど
適
正
な
処 

理
の
た
め
に
必
要
な
物
品
が
あ

る
が
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

対
応

で
き
る
こ
と
は
行
い
た
い
。

問
猟
友
会
の
出
役
報
酬
に
つ
い

て
単
価
改
正
は
。

答
村
長　

物
価
上
昇
、
燃
料
高

騰
な
ど
の
ほ
か
、
緊
急
突
発
的

な
出
動
も
あ
り
、
報
酬
単
価
の

改
正
の
要
望
は
あ
る
。
猟
友
会

と
相
談
の
上
、
改
正
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
村
長
の
見
解
は
。

答
村
長　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
専

門
職
と
し
て
雇
用
す
る
公
務
員

だ
と
思
っ
て
い
る
。
非
常
勤
職

員
と
し
て
採
用
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
一
般
職
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
小
谷
村
民
間
住
宅
建
築
補
助

金
に
つ
い
て
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答
村
長　

問
い
合
わ
せ
は
あ
る

が
、
申
請
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
補
助
金
で
の
支
援
内
容
の
情

報
発
信
の
不
足
感
が
あ
る
が
。

答
総
務
課
長　

情
報
発
信
に
努

力
す
る
。

駆除した鳥獣の慰霊を行う猟友会！

開
発
に
地
元
同
意
事
項
を

老
人
保
険
施
設「
虹
の
家
」

�

継
続
は
民
意

有
害
鳥
獣
活
動
に
つ
い
て

民
間
住
宅
建
築
補
助
金

県
宿
泊
税
を
ど
う
活
か
す
か

通過されない村へ！
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多世代交流を！（おたりつぐら）

早朝から登校する子どもたち！

共同作業は小谷村の象徴！

地域の活性化を考える！

村民からの生の声
　令和7年12月２日、小谷村議会主催の住民懇談会を開催しました。課題と対策、将来に
向けての要望や意見をいただきました。ここでは、意見の中の一部を紹介します。

議会議員との懇談会
【聞くことは話すことより重要】

福祉の充実を！

移動手段に不安！

安心して暮らしたい！

通過されない村へ！
雨中月岡バイパスの開通により通過される村になった感じ
がする。朝市などイベントで商業地帯を作るなんてどうかな！

高齢者、障がい者、子育て世代、子どもたち、みんなが寄
り添える場所の確保が大事です！

学校へ通う子どもたち、朝６:30には家を出る。始業時間の変更、
バス時間見直しなど考えてほしいですね！

小集落は人口減から、連絡員や会計の人材も限られる。
互いにサポートしあう取り組みをしていかないと！

高齢者もやりたいことを積極的にできることが望ましい。高齢者
が安心で活発に利用できる移動手段が大事！

転出者が増加している。近くの方も転居され将来が不安で
ある。除雪や車の運転、これからどうなるのか？

南小谷駅周辺の課題を取り上げるべき！ＪＲの問題、月岡
合流地点の交差点など解決すべきことは多々ある！

病院への付き添いや送迎がとても助かった。高齢者への支援
や訪問、相談など継続して活動を！福祉従事者の人材確保を！

!? !?
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　人口減、過疎によりさみしい環境になってきた。仕事がな

いのか、産業がないのか、若い人が少ないことが気になる。

　小谷村の環境を利用した産業を作るべき。いま、エネルギー

の活用が盛んなので、村の資源を利用した産業ができないか？森林
資源、水資源も村の財産であり、活用策を考えてほしい。

　何かやらないと、このまま衰退するだけではさみしい。もっと昔みた

いに、行政と住民の距離感を縮めなければ！

議員OBの 声！村づくりへの期待！議員OBの 声！村づくりへの期待！

北村　正さん
H６～（3期）

　今の学校教育は、各自パソコンで学習していく時代。デジタ

ル、ペーパーレス、データ保存など教育のスタンスも変わっていく。

大人もそれに追いつかなきゃいけない！ 

　政策・教育だけでなく村全体が、今の時代に合わせたスタン
スで進めていくべきである。教育環境の進化にもあるように、慣例の

手法の見直し、そして令和の時代に適合していくような取り組みが必要。

小さな小谷村だからできる！

猪股充拡さん
H26～（２期）

何かやらないと！何かやらないと！

時代にあった取り組みを！時代にあった取り組みを！

期待

期待
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　小谷村の資源をもっと活かした取り組みが必要。

　森林資源も含め、資源活用する方策を進めなければならない。この村

でも、〇〇の里など、テーマに特化した取り組みをしてもいいのではと

思う。それには、企業との提携や誘致など外部との関係の構築

を進めて欲しい。とにかく産業・雇用につな
がる政策が必要。人を大切に、働き手を大事に

する村になってもらいたい。

議員OBの 声！村づくりへの期待！議員OBの 声！村づくりへの期待！

藤原賢司さん
H18～（４期）

　高齢であっても安心して生活できる環境を目指すべき。人

口減少は歯止めが利かないが、高齢者が小谷村で生活していくには、高

齢者同士の助け合いも必要。

　特に65歳以上の方々が地域貢献や高齢者支援活動
に積極的に参加し、住民を支えあう環境ができることを

期待したい。シルバー世代が、地域のため住民のために活躍することは、

村づくりの土台になると思う。

高橋正宏さん
H22～（２期）

雇用なくして村の発展なし！雇用なくして村の発展なし！

支えあいの村づくりを！支えあいの村づくりを！

期待

期待
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特　

集

結
婚
に
よ
る
移
住
定
住
！

�

仕
掛
け
人
と
し
て

　

小
谷
村
里
見
地
区
の
岡
田
彩

香
さ
ん
。
小
谷
村
の
結
婚
支
援

員
を
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

か
ら
委
託
を
受
け
「
婚
活
イ
ベ

ン
ト
」
の
仕
掛
け
人
で
す
。

　

岡
田
さ
ん
は
神
奈
川
県
出

身
で
平
成
26
年
に
は
、
長
野
県

飯
島
町
に
お
い
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い 

ま
し
た
。
協
力
隊
と
し
て
の
業

務
は
「
結
婚
に
よ
る
移
住
・
定

住
」
で
す
。
婚
活
イ 

ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催 

の
ほ
か
、
新
居
と
す 

る
空
き
家
改
修
、 

女
性
限
定
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
な
ど
も
手
が

け
て
き
た
と
の
こ
と

で
す
。

達
成
感
が
あ
る
役
目
！

�

広
域
的
活
動
も
！

　

カ
ッ
プ
ル
成
立
は
も
の
す
ご
く

達
成
感
が
あ
り
う
れ
し
い
と
の
こ

と
で
す
。

　
「
人
生
は
選
択
の
連
続
、
参
加

す
る
こ
と
も
選
択
、
結
婚
す
る
の

も
選
択
、
自
分
の
選
択
に
自
信

を
」
が
、
岡
田
さ
ん
か
ら
の
言
葉

で
す
。
何
事
も
自
分
で
決
め
る
こ

と
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。「
婚

活
は
広
域
で
行
う
ほ
う
が
参
加

し
や
す
い
環
境
な
の
で
」
と
次
の

構
想
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
小
谷
村
は
良
い
と 

こ
ろ
、
顔
が
見
え
る
、
地
域
も

あ
た
た
か
い
」「
今
後
も
こ
の
村

で
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
語
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。

参
加
者
に
は

�

自
信
を
持
た
せ
た
い
！

　

岡
田
さ
ん
が
手
が
け
た
イ
ベ 

ン
ト
の
カ
ッ
プ
ル
は
50
組
を
超
え

る
そ
う
で
す
。
村
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
も
３
回
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
婚
活
＝
き
っ
か
け
」「
と
に
か

く
出
会
い
の
場
を
与
え
る
こ
と
、

そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
い
う
岡

田
さ
ん
。
企
画
か
ら
Ｍ
Ｃ
、
そ

し
て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
行
い

ま
す
。

あ
た
た
か
さ
の
あ
る
地
域
！

　
小
谷
の
良
さ
を

イベントでMCをする岡田さん

村づくり

　

こ
ん
な
田
舎
に
も
未
来
が
あ
る
と
信
じ
、
前
向
き
な
活
動
を
進
め
て
い
く

村
民
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
小
谷
村
を
元
気
づ
け
よ
う
と
考
え

て
く
れ
て
い
る
２
人
の
方
に
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
思
い
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

岡田彩香さん（里見）
神奈川県出身　2021年に結婚を機に小谷村

へ移住。結婚支援員として活動

お
た
り
の

�

未
来
に
向
け
て
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特　

集

小
谷
の
景
観
を
守
り
た
い
！

か
く
親
切
に
教
え
て
も
ら
っ
た
」

と
の
こ
と
で
す
。「
特
に
当
時
仕
事

で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
深
澤
瞬 

三
さ
ん
。助
か
っ
た
」と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

栂
池
の
人
た
ち
や
風
習
、
そ

し
て
観
光
業
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
帰
っ
て
来
い
！
」

�

と
い
え
る
小
谷
村
に
！

　

農
家
が
衰
退
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
小
谷
村
の
今
後
に
も
不

安
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
帰
り
た

い
若
者
が
い
る
が
、
不
安
が
大
き

い
！
」
深
澤
さ
ん
の
本
音
で
す
。

不
安
は
産
業
、
生
活
環
境
、
子

ど
も
の
減
少
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
に
帰
っ
て
来
い
！
」

と
い
え
る
小
谷
村
に
な
ら
な
き
ゃ 

い
け
な
い
の
で
は
と
意
見
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
を
し
た
い
移
住

者
も
た
く
さ
ん
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
小
谷
村
の
特

徴
を
活
か
す
「
農
業
」
＋

「
冬
の
産
業
」
の
強
化
を

望
ん
で
い
ま
す
。「
年
中

暮
ら
せ
て
、
生
活
で
き
る
、

季
節
ご
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
環
境
の
提
供
」。こ

う
願
っ
て
、
今
春
か
ら
の

事
業
構
想
を
練
っ
て
い
ま 

し
た
。

深澤さんが大事にしたい地元の農地

深澤　勉さん（栂池）
平成10年結婚を機に小谷村へ

ＪＡや農業法人などの農業分野の業務に携わる。小谷村

農業委員会会長に在任中。

地
域
の
皆
さ
ん
の

�

温
か
い
指
導
の
お
か
げ
！

　
「
小
谷
村
に
来
た
と
き
は
全
く

知
り
合
い
が
い
な
か
っ
た
！
」と

語
る
深
澤
さ
ん
。結
婚
を
機
に
栂

池
へ
来
て
、右
も
左
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
最
初
に
栂
池
の
事
業 

所
に
勤
務
す
る
こ
と
で
近
所
の

方
と
知
り
合
い
ま
し
た
。「
と
に

小
谷
村
を
知
っ
た
！

�

農
家
を
知
っ
た
！

　

大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
の
は 

住
み
始
め
て
5
年
、縁
あ
っ
て
当

時
の
大
北
農
協
の
農
業
課
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
小
谷
村
の
大
き
さ
、
地
域

性
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
方
々

の
考
え
な
ど
多
く
の
こ
と
を
勉 

強
で
き
た
！
」
農
協
で
勤
務
す
る

こ
と
に
よ
り
、
配
達
な
ど
を
通 

じ
て
全
地
域
を
回
り
、
あ
ら
ゆ

る
農
家
と
話
す
こ
と
で
自
身
の

「
農
業
」
に
対
す
る
気
持
ち
や

考
え
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
と

に
か
く
広
い
小
谷
村
、
農
家
や

栽
培
論
、
そ
の
地
域
の
風
習
な

ど
を
知
る
こ
と
で
さ
ら
に
農
業
へ

の
意
欲
が
向
上
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

農
家
を
支
援
し
た
い
！

�

景
観
を
守
り
た
い
！

　

農
業
を
理
解
す
る
こ
と
で
、 

「
農
家
の
支
援
、
農
地
の
保
全
」

と
し
て
、
農
作
業
受
託
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
農

家
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
ベ
ン
ち
ゃ
ん
」
は
深
澤
さ
ん

の
愛
称
で
す
。「
ベ
ン
ち
ゃ
ん
頼
ん

だ
ぞ
！
」
こ
ん
な
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
農
家
と
の
信
頼
関
係
も

築
き
、
北
は
大
網
か
ら
南
は
地

元
栂
池
ま
で
飛
び
回
っ
て
農
家
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
深
澤
さ
ん
は
「
栂
池

に
住
ん
で
い
る
以
上
、
ま
ず
は
自

分
の
地
域
を
守
ら
な
い
と
！
」
が

今
の
心
境
で
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
開
発

な
ど
の
話
も
あ
り
ま
す
が
、「
こ

の
栂
池
の
田
ん
ぼ
を
見
る
の
が
好

き
」
田
ん
ぼ
も
維
持
し
な
が
ら

生
活
で
き
る
環
境
を
望
ん
で
い
ま

し
た
。
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議
会
活
動
報
告

片
品
村
議
会
が
視
察
に

�
～
類
似
す
る
環
境
と
課
題
～

　

11
月
21
日
、
群
馬
県
片
品
村

議
会
が
小
谷
村
へ
視
察
に
訪
れ
、

宮
澤
議
長
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
尾
瀬
と
栂
池
、
渓
谷
型
の

地
形
な
ど
小
谷
村
と
似
て
い
る

環
境
で
あ
る
片
品
村
で
す
。
観

光
業
、
農
林
業
、
事
業
継
承
な

ど
小
谷
村
の
状
況
を
質
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
口
規
模
は
、小
谷
村
の
１・５

倍
で
す
が
、
小
学
生
の
数
は
小

谷
村
よ
り
少
な
い
こ
と
、
特
に
小

谷
村
移
住
対
策
の
取
り
組
み
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
片
品
村
に
お
い
て
は
令

和
７
年
の
熊
の
捕
獲
数
は
80
頭
以

上
、ま
た
議
員
定
数
を
12
名
か
ら

９
名
へ
削
減
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

千
国
北
城
線
整
備
計
画

�

～
白
馬
小
谷
議
員
研
修
～

　

白
馬
村
・
小
谷
村
両
議
会
で

の
研
修
会
を
11
月
17
日
に
開
催

し
、
現
在
計
画
予
定
の
県
道
千

国
北
城
線
の
栂
池
以
北
の
整
備

予
定
箇
所
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

竹
内
副
村
長
か
ら
、
整
備
概

要
や
計
画
案
に
つ
い
て
両
村
の
議

員
へ
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
災
害
対
策
と
し
て
道
１
本
で

は
足
り
な
い
!!
」
そ
の
上
で
、
緊

急
時
の
代
替
え
路
線
の
確
保
の

必
要
性
が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
目
的
と
効
果

を
理
解
し
、
道
路
政
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

栂池から乗鞍方面へ　千国北城線の整備計画

編
集
後

編
集
後
記記

　

物
価
高
が
続
き
、
日
々
の
買

い
物
で
も
負
担
を
感
じ
る
場
面

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

不
安
な
気
持
ち
に
つ
け
込
む
よ

う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
詐

欺
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と

感
じ
た
と
き
に
は
、
周
囲
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
各
地
で
熊
の
目
撃
情

報
が
相
次
ぎ
、
身
近
な
自
然
と

の
付
き
合
い
方
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
熊
と
の
遭
遇

は
、
地
域
全
体
で
情
報
を
共
有

し
、
備
え
て
い
く
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

物
価
高
や
詐
欺
、
熊
の
出
没

な
ど
、
暮
ら
し
の
周
り
に
は
心

配
事
が
重
な
る
時
代
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
正
し
い
情
報
を
確

か
め
合
い
、
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

�

（
広
報
委
員　

横
澤　

匠
）

山を熟知し、動物の生態も理解する！小谷を知る猟友会！
表紙のひと　西澤幹男さん　北村利幸さん（猟友会南小谷支部）

　「今年の熊の出没は異常だな！」
　12月上旬の猟期、山を見渡しながら語ってくださいました。西澤
さん、北村さんは、本年のクマ駆除活動に尽力された猟友会の会員
です。主に中小谷エリアで、住民などからの被害連絡を受け、罠や
檻を設置して対応してきました。
　なぜこれほど生活圏に熊が出没したのかという問いに、西澤さん

は「奥山で実がならず、里山まで熊が下りてきた」と話します。生活圏に熊が集まったこ
とが、多くの目撃情報につながったとの見解です。
　「奥山を縄張りとしている大きな熊でさえ、里へ下りてきている」と、
熊の特徴や山の状況を、長年の経験をもとに分析してくださいました。
　最後に、「人的被害がなくて本当によかった」と、安堵した表情を浮
かべるお二人の姿が印象的でした。

片
品
村
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん


